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今回ソニーが開始するのは、FWAと呼ばれる無線を使った接続

サービスだ。サービスの形としては、屋上や窓際などに直径約25cm

のアンテナを設置して基地局との間で無線データ通信を行い、基地

局からは光ファイバーなどの有線によってインターネットへと接続

されることになる。今回開始されるのは、1.5Mbpsで月額15万円

の企業向けサービスだ。加入費用は3万円で、別途アンテナ取り付

けなどの工事費用（数万円程度）が必要となる。サービスエリア

は、7月のサービス開始の段階では東京、横浜、名古屋、京都、

大阪、福岡の6都市で、12月以降には全国の主要都市で開始され

る予定となっている。また、東京23区内に限っては、bit-driveの

利用者間を接続する形の「シティアクセスサービス」も開始される。

これは、あらかじめ指定した相手との通信に限り月額7万円の固定

料金となるサービスで、本社と支社の間を結ぶような使い方を想定

している。こちらのサービスも今後は拡大していく予定だが、現在

のところ時期は未定となっている。

www.bit-drive.ne.jp

加入者 
 

無線 
（22/26GHz） 

基地局 

光ファイバー 
　　　　　など 

ソニー 

インターネット 

1.5Mbpsの無線サービス7/1よりスタート！

■bit-driveサービス概要

加入費用 30,000円

工事費 実費（数万円程度）

月額料金 150,000円
（アクセスライン・インターネッ
ト接続費用込み）

IPアドレス 8個または16個

■サービスエリア

東京都 千代田区、中央区、港区、新宿区、
文京区、台東区、江東区、品川区、
目黒区、大田区、渋谷区、中野区、
杉並区、豊島区、板橋区

神奈川県 横浜市（西区、中区、南区）、
厚木市

愛知県 名古屋市（千種区、東区、中区、
昭和区、熱田区、中川区）

京都府 京都市（上京区、左京区、中京区、
東山区、下京区、南区）

大阪府 大阪市（福島区、西区、北区、
中央区）

福岡県 福岡市（博多区、中央区、南区、
西区、早良区）

bit-driveの仕組み

bit-drivebit-driveソニーの無線ブロードバンドサービス「bit-drive」が、7月1日よ

り開始される。ついに通信事業にも乗り出したソニーの無線サー

ビスとはどのようなものなのか。ここではその詳細を紹介してみる。

1.5Mbpsも15万円時代に突入！

無線インターネット「bit-drive」の実力

室内装置（上）は432×374×89mm
とビデオデッキ程度の大きさ。アンテナ
（右）は直径258mmで屋上やベランダ
などに設置される。

FWA（エフ・ダブリュー・エー／Fixed Wireless Access）：通信事業者と加入者の間を、光ファイバーなどの
有線ではなく、無線を用いて接続するサービス。日本では1998年12月より、郵政省が認可と周波数割り当てを行っている。
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bit-driveは高速な通信回線だけでなく、そ

れを生かすためのサーバーも同時に提供する。

「Digital Gate」は、インターネットの接続に

必要な機能を備えたネットワークサーバーで、

1.5Mbpsの接続サービスと合わせて月額18

万円で提供される。特筆すべきは、サーバー

の各種設定をメモリースティックで行える点

だ。サービス導入にあたっては、コンサルテ

ィングをもとに設定済みのメモリースティッ

クが用意されるので、起動時にメモリーステ

ィックを挿入するだけで誰でも簡単にサーバ

ーが立ち上げられる。また、さらに細かい設

定については、ブラウザー上から変更するこ

ともできる。また、各種サーバーのセキュリ

ティーホールが発見された場合でも、ソニー

のセンターからアップデートファイルがDigital

Gateに送信され、自動的にアップデートが

行われる仕組みになっている。

CATVやxDSLといった高速常時接続サー

ビスの開始が相次ぐ中、あえて独自の通信事

業に乗り出すソニーの意図とはなんだろうか。

「bit-driveは、アクセスラインだけを提供す

るサービスではありません。ソニーでは、ブ

ロードバンドとはアクセスラインの上に乗せ

るアプリケーションも含めて提供するものと

考えております」と語るのは、ソニーの通信

サービス事業部の神田氏だ。ソニーには、音

楽、映像、ゲームといったコンテンツがすで

に豊富にある。こうしたコンテンツの提供に

は高速回線が欠かせないというわけだ。

ただし、今回bit-driveで提供されるのは企

業向けの接続サービスなので、アプリケーシ

ョンサービスもビジネス向けのものとなる。

「bit-promotion」は、プロモーションを作成

するためのアプリケーションサービスで、ソ

ニーが保有する動画像ライブラリーの提供や、

デジタルクリエーターの紹介サービスなどを

行う。こうしたクライアントとクリエーター

のやりとりなどで、高速回線のメリットが発

揮されることになる。このほか、複数のオフ

ィスを結ぶテレビ会議室の設置や、動画を中

心としたビジネスニュースを提供する「bit-

portal」、イベント型のバーチャル見本市を提

供するサービスとなる「bit-messe」などが

提供される。

しかし、やはり期待したいのは個人向けの

サービスだが、現状では開始の予定は決まっ

ていない。一番の原因は、FWAの機器が高

額なためだ。bit-driveを使ったインターネッ

トマンションの開始も発表されているが、こ

れはbit-driveをバックボーンとして使うだけ

で、従来のインターネットマンションとそれ

ほど変わるわけではない。

しかし、サービスが普及して機器の値段が

下がれば、個人宅に直接アンテナを設置する

形のサービスも、十分に考えられる。「通信

業界では加入者への回線部分を『ラスト・

ワン・マイル』と呼びますが、ソニーでは

『ファースト・ワン・マイル』と呼んでいま

す。これは、お客様側からネットワークを見

「bit-driveはアプリケーションを持っている人にもぜひ
お使いいただきたい」と語るソニー通信サービス事業
部の神田氏。

ているというソニーのスタンスを表していま

す」（前述の神田氏）。今冬には、プレイス

テーション2のネットワーク接続装置が発売

される。しかも、対象となるのはCATVや

xDSLなどの高速接続サービスだが、こうし

たサービスはまだまだ利用できる地域が限ら

れている。「ファースト・ワン・マイル」の第

3の選択肢は、ソニー自身が提供してくれる

ことに大いに期待したい。

ブロードバンド＝アクセスライン＋アプリケーション

サーバーの設定もメモリースティックで簡単に

■Digital Gateの主な仕様

CPU Intel Celeron500MHz

メモリー 128MB

HDD 15GB

ネットワーク 10/100M×2ポート

外形寸法 135×300×300mm

OS Linux Kernel 2.2.9以降

GUI ソニーオリジナル

アプリケーション ウェブメール、スケジューラー、
掲示板

サーバー機能 ファイヤーウォール
WWWサーバー
（内部用・外部用）
DNSサーバー（内部用・外部用）
プロキシーサーバー
メールサーバー
DHCPサーバー
FTPサーバー
ファイルサーバー（Win/Mac）
アドレス変換サーバー（NAT）
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